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日光・会津・上州を中心とした地域には、他の地域には無い歴史をテーマとした観光資源が数多く存在し、温泉や豊富な自然も有するなど、純日本
的な地域資源が広く集積するエリアである。こうした特性を有する本地域において、主要観光地の連携・交流を強化し、スローライフ、田舎暮らし等を
コンセプトに『日本のふるさと』としての地域イメージを定着させることで、インバウンドを含む観光振興による交流人口の増加を図る。また、都市と農
山村の交流促進による持続可能な地域コミュニティの形成により、本地域特有の地域資源を将来世代へと引き継ぐ。

１．国際的な観光コンテンツを活用した広域観光周遊ルートの創出
①世界遺産「日光の社寺」「富岡製糸場と絹産業遺産群」を始め、日光・会津・上州地域には旧外

国大使館別荘や旧御用邸、宿場町の面影を残す大内宿といった歴史的価値のある建造物等が
集積している。また、本地域に広がる国立公園は中禅寺湖や五色沼、尾瀬ヶ原といった豊かな自
然環境を有し、観光コンテンツとして人気の高い「草津」「鬼怒川」「東山」等の温泉も数多く点在し
ていることから、本エリア固有の地域資源を広域観光周遊ルートの形成に活用するとともに、国
内はもとより海外からの観光誘客に向けた環境整備等、各種観光施策を推進する。

②「歴史・文化」「自然」「温泉」「食」等、多彩で魅力的な観光資源が集積する本エリアにおいて、特
に外国人が好む純日本的な地域資源を 大限活用し、2020年東京オリンピック・パラリンピック
競技大会に向けて増加する外国人観光客に対するＰＲを強化する。

【目的とコンセプト】

【具体的取組内容】

２．地域資源を守るコミュニティの維持
①純日本的な地域資源を守るため、受け継がれてきた伝統・文化や恵まれた自然環境を活かし、

都会では体験できない食や温泉等の魅力ある観光素材を提供し、本地域と都市部との連携交流
を促進するとともに、地場産業の育成や小さな拠点の形成等を通じて中山間地域を含む本地域
の自立を支援する。

②多世代交流や二地域居住等を始めとする体験型・滞在型観光をツールとした日光・会津・上州地
域ならではの生活スタイルを提案・ＰＲすることで、本地域と都市部との対流を形成し、地域コミュ
ニティの更なる活性化を図る。

３．関連インフラの整備等
①国際観光地日光を中心とした歴史・文化など豊富な観光資源が集積する主要観光地を結び、県

域を越えた交流圏域を創出するため、県境をまたぐ広域幹線道路の整備を推進する。

②効率的かつ魅力ある観光周遊ルートの構築や地域コミュニティの維持・活性化を図るため、高速
道路や新幹線等の広域交通ネットワークと主要観光地、さらには周辺地域間を結ぶ地域連携
ネットワークの充実強化を図る。

日光・会津・上州歴史街道対流圏の強化プロジェクト

第４節 対流型首都圏の構築
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※プロジェクトのイメージを示したものです。


